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地域振興における大学の役割はますます重
要になるなか、まさにドンピシャの本が

著わされた。著者は大手デベロッパーで「まち
づくり」に取り組んだ後、現在は地域イノベー
ションをテーマに長野大学で研究教育活動をし
ている田中克徳氏、日米のビジネスやコンサル
ティングに経験豊富で、UCバークレー校のスク
ール・オブ・ビジネスで研究教育活動をしてい
るジョン・メツラー氏、医学博士で現役の小児
科医として活動しつつ、慶應義塾大学湘南藤沢
キャンパスで社会システムデザインの研究に取
り組む矢作尚久氏の3氏である。
本書の構成は「序章 大学と地方創生と教育
と（矢作氏）」「第1章 地方の課題と現状と『大
学まちづくり』事例（田中氏）」「第2章 『大学
まちづくり』の実践―長野大学で誰を巻き込み、
どんなアクションをしているのか（田中氏）」
「第3章 大学まちづくり×集積のメカニズム（メ
ツラー氏）」「第4章 『大学まちづくり』を成功
させる5つのポイント（田中氏）」「終章 構想と
現場の力（矢作氏/メツラー氏/田中氏）」「おわ
りに」である。さまざまな視点が盛り込まれて
いるが、一貫して「大学まちづくり」とは「大
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「地域」と「人」を軸に
大学がまちづくりを牽引

『大学まちづくり―地方創生
担い手不在を覆す』
矢作尚久、田中克徳、
ジョン・メツラー 著
（発行：日本ビジネスプレス、
発売：ワニブックス・2200円 税込）

学が地域社会と連携し、人材や研究資源などを
地域に開放し、また必要により有効な教育プロ
グラムを提供するなど、包括的なコーディネー
ト機能を担いながら、新たな価値を創造し、地
域を活性化する取り組み」とされている。
なかでも示唆に富むのは、公的な補助金に頼
るのではなく、「地元の名士や篤志家がお金を
出しつつ、そうした方々が10人くらい集まって、
だんだんと大きな活動にしていくほうが、日本
人の特性にも合っていて、現実的」（矢作氏）
という洞察だ。加えて、田中氏が第3章で紹介
されたアメリカの事例も踏まえ、成功のポイン
トを5つに整理。そのうえで「つまるところ、
地方創生の焦点、そしておそらくは日本が直面
している多くの課題において、行き着く先は常
に『人』というテーマに集約」されるとし、「ど
のような志をもった人たちと共に歩み、その力
を引き出していけるかという問い」に、大学が
応えられるかにかかっている、と喝破する。い
よいよ、日本の大学も「象牙の塔」から真に大
きく変わらなくてはならない段階にきているこ
とを痛感した。

『水儀礼の
民俗学的研究
奄美諸島のショージ儀礼を
中心に』
久留ひろみ 著
（南方新社・4180円 税込）

奄美諸島には「水」にまつわる神秘的な儀礼「ショージ」がある。60日ごとの干支・癸
みずのととり

酉の日、産湯の水を取っ
た川（産川）で女性が水浴びをしたり、産川の水（産水）と小石を「ミズガミサマ」として拝んだりするものだ。
巫女・霊能者ユタになる儀式では白装束を着て、産川に行く前に海でも身を清める。産水を大切にする類似の
水儀礼は名称や形態に違いがあるものの、沖縄・与那国までの南西諸島に広く伝わる。著者はそれぞれの儀礼
に「水の霊力による生命の再生」という共通性を見いだす。

　本書は鹿児島大大学院生だった久留ひろみ氏が
1997年にまとめた修士論文の書籍版だ。「水」の民
俗学的研究は先行例が多くあるが、久留氏が関心を
持ったのは、語源が定かではなく、「精進」に通じる
儀礼として解釈されることの多い「ショージ」だ。「医
者の見放した原因不明の病気から回復した」「産川に
こだわる」「ユタが海と川の水を順番に浴びる」とい
った点に着目。奄美諸島、沖永良部島、宮古島、沖
縄本島北部などで水にまつわる儀礼を調べた。
　成果として、個人の健康から家族、集落の平穏、
祖先の追悼まで目的に幅があり、拝礼の頻度など儀
礼の方法の違いをまず明らかにする。そのうえで底
流には、人それぞれに帰属する川、海があり、その

水の霊的な力を身につけることで生まれ変わる――
という考えがあると提示する。そして霊的にすぐれ
た姉妹が兄弟を守るという「オナリ神信仰」の従来説
の再検討も求める。学術論文だが一般読者として興
味深いのは、46事例におよぶ大正・昭和初期生まれ
の女性たちの生の声だ。「小さい頃から病弱だった
ので」「子どもがぜんそくで」と日常の無事への素朴
な願いが聞こえてくる。撮影タブーとされるミズ
ガミサマのお供えなど54枚の写真も目を引き付け
る。とかく奇習ととらえがちだが、土地とつながり
生きていく術（すべ）を教えてくれている。ショージ
をする人が年々減り、移住者が増える時代だからこそ、
論文を読み直し、読みとれることはたくさんある。


